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東京外かく環状道路(関越～東名)工事現場付近での陥没について（緊急要請） 

 
東京外かく環状道路（関越～東名）本線トンネルシールドマシンが発進して以来、野川などにおいてシー

ルドトンネル工事に起因する漏気等が発生し、当該地域の住民だけではなく、私どもの区民からも不安の声が

寄せられています。また、シールドトンネル工事に伴う騒音や振動等による情報も寄せられ、本年９月に杉並

区西荻区民集会所で開催されたオープンハウスなどにおいても、同内容の説明を求める声をいただいておりま

す。 

こうしたシールドトンネル工事に不安を抱える中、令和２年１０月１８日、１２時３０分頃、東京外かく環状

道路（関越～東名）本線トンネル（南行）工事現場付近である、調布市東つつじケ丘２丁目の市道等で陥没

が発生しました。 

これまで、区からは国土交通省をはじめとする事業者に対して、再三にわたり当該事業の安全・安心確保の

取組について継続的な対応を求めてきた中、今回の陥没が発生したことは誠に遺憾であります。 

早急な原因究明を行うとともに、地域住民の安全確保、不安の解消に万全の対策を講じるよう、区民の安

全・安心を守る立場の地元区として、次の事項について、強く要請します。 

 

１ 令和２年１０月１９日に開催された「第２２回 東京外環トンネル施工等検討委員会」において確認され

た 調査を確実に実施し、当該陥没の原因究明を早期に図ること。 

２ 区及び区民に対して、原因究明及び原因がシールドトンネル工事と関係があった場合の再発防止策につ

いて、 丁寧に説明し不安解消を図ること。 

３ 平成３０年１２月２７日付け「東京外環（関越～東名）トンネル工事の緊急時の対応について」の記載

事項 について，実効性のある内容となるよう，見直し・改善を図ること。 

４ 今後の陥没時など異常事態における連絡体制及び現場対応が適切に行われるよう、今後、事業者として

区への迅速かつ丁寧な連絡と現場対応体制の構築を図ること。 

５ 既に事業者の判断で一旦中止しているシールドトンネル工事を再開する際は，原因究明及びシールドト

ンネ ル工事と関係があった場合の再発防止策の徹底を図るとともに，区に十分な説明を行うこと。 

６ 引続き、沿線７市区と十分な情報共有を図り、定期的な協議の場を設けること。 


